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汚水幹線圧力解放部における幹線再構築事例について 

内 容 

京浜島汚水幹線は、城南島ポンプ所、東海ポンプ所が吸揚する分流式汚水を自然流下

で八潮ポンプ所に流下させる汚水管であり、幹線再構築事業の対象路線に位置づけられ

ている。東海ポンプ所からの圧送管（東海汚水幹線）の圧力解放部の付近は、腐食が進

行し鉄筋が露出している状態であり、早急な対策が必要となっていた。そこで、京浜島

汚水幹線再構築工事では特に損傷の激しい区間（70.20m）に対して内面被覆工法（製管

工法）を実施した。 

 施工路線は流入する汚水を切り回す管きょが存在しておらず、城南島ポンプ所及び東

海ポンプ所から圧送される汚水を受け入れながら施工をする必要があり、(1)施工時にお

けるポンプ所の確実な運転停止、(2)施工時間の制限、(3)施工時の安全対策の 3 点の課

題を抱える工事であった。 

 それぞれの課題について、(1)確実にポンプを停止するための綿密な事前協議と施工時

における連絡体制の確立、(2)ポンプ所運転調整による施工時間の確保と時間制約への対

応、(3)雨天時や水量増加、硫化水素への対策による作業員の安全確保を実施した。多く

の方々の尽力を得ることで、本工事を工期内に無事故で完了することが出来た。 

キーワード 幹線再構築、内面被覆工法（製管工法）、圧力解放部、ポンプ所運転調整、安全対策 

処理区名 森ヶ崎処理区 位置区分 管きょ 

職種区分 土木 施策区分 再構築 

状態区分 工事 新規性 
創意工夫により既存技術から新しい

知見を得た場合 

実施年度 令和２年度 全体期間 令和２年度 

担当部署 南部下水道事務所 建設課 建設工事担当 
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局内 令和３年度設計・工事事例発表会（カワセミ） 
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